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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号２

は
障
害
者
週
間

は
障
害
者
週
間

12
月
3
日　
　

12
月
9
日

�
�
�
�
�
�

　

視
覚
障
が
い
、
聴
覚
障
が
い
、
言
語
障

が
い
、
手
足
の
不
自
由
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
な
ど
の
内
臓
機
能
の
障
が
い
等
、

生
ま
れ
つ
き
症
状
を
お
持
ち
の
方
や
、
事

故
・
病
気
で
の
発
症
に
よ
る
も
の
な
ど

様
々
な
障
が
い
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

先
天
的
に
知
的
な
理
解
力
や
判
断
力
が

弱
か
っ
た
り
、
人
や
環
境
に
な
じ
み
に
く

か
っ
た
り
し
、生
活
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
声
か
け
な
ど
の
支
援
で
解

決
す
る
こ
と
も
多
く
、
軽
度
の
場
合
は
本

人
も
周
囲
も
気
づ
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

常
陸
大
宮
市
に
暮
ら
す
約
４
万
５
千
人
の
う
ち
、
何
ら
か
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
約
２
千
人
い
ま
す
。

　

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え

合
う
「
共
生
社
会
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

　

統
合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
精
神
の
病

気
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
っ
て
日
常
・
社

会
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
で
す
。
仕
事

な
ど
で
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
精
神
障
が
い

に
な
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
に
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
も
の
や

生
活
を
す
る
中
で
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

例
え
ば
、
交
通
事
故
で
手
足
が
不
自
由

に
な
っ
た
人
や
、
脳
梗
塞
で
半
身
不
随
に

な
っ
た
人
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
や
人
付
き

合
い
に
疲
れ
て
精
神
障
害
者
に
な
っ
た
人

な
ど
で
す
。

　

私
た
ち
の
誰
も
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で

障
が
い
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。
障
が
い
を
理
解
し
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
な
い
方
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
は
勿
論

見
え
ま
せ
ん
し
、
聴
覚
の
障
が
い
や
知
的

の
障
が
い
、
精
神
の
障
が
い
は
関
わ
っ
て

初
め
て
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
分
か
る

場
合
も
あ
る
の
で
す
。

▼
障
が
い
に
は
「
身
体
障
が
い
」

「
知
的
障
が
い
」「
精
神
障
が
い
」

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
外
見
で
は
わ
か
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
誰
で
も
障
が
い
者
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
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障害児福祉手当
�対象者
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする２０歳未満の在宅の重度
障がい児
　※ただし、次の場合は対象となりません
①受給者またはその配偶者若しくは扶養義務者の前年の所
得が一定金額以上の場合
②施設等に入所している方
③障がいを支給事由とする年金給付を受けている方

�支給額　　月額　１４，３３０円

特別障害者手当
�対象者
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、日常
生活で常時特別の介護を必要とする２０歳以上の在宅の重度
障がい者
　※ただし、次の場合は対象となりません
①受給者またはその配偶者若しくは扶養義務者の前年の所
得が一定金額以上の場合

②施設等に入所している方
③病院等に３カ月を超えて入院している方

�支給額　　月額　２６，３４０円



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号３

　交付基準に該当することが確認できる書類（身体障害者手帳等）。
　代理申請の場合は、代理人の本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証等）を
ご持参ください。

※利用証は、ルームミラーにつり下げて提示していただきます。
※身障者等用駐車場が満車の場合には、利用証を持っていても駐車できないこ
とがありますのでご了承ください。

�問い合わせ先
　福祉課　社会福祉グループ　　�５２－１１１１（内線１３５）
　各総合支所市民福祉課　　　　山　方　�５７－６８１２　　美　和　�５８－３８５０
　　　　　　　　　　　　　　　緒　川　�５６－３９９２　　御前山　�５５－２１１３

申請に必要な書類等

▲利用証

　相談支援事業所は事業者としてのネットワークを生かし、また障害者相談員の皆さんは、同じ障がい者ま
たは障がい者の家族の立場で自らの豊富な経験から、障がいのある方やその家族のさまざまな相談に応じて
います。不安や悩みなどお気軽にご相談ください。
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横塚　�江
５３－１５８７

�澤　�典
５３－７０５７

連絡は���でお願いします。

小田部まつゑ
５２－３１２６

矢野　正紀
５６－２０１４

横山　一洋
５５－２６３４

身体障害者相談員

澤海　ひさ子
５２－３８９３

堀江　たみ子
５８－２３８０

篠田　美津江
５５－３５７０

上久保　久一
５７－９３６９

知的障害者相談員

市社会福祉協議会
（身体障がい・知的障がいの相談）

５３－１１２５

メンタルサポートステーション　きらり
（精神障がいの相談）
０２９５－７２－５８８１

相談支援事業所

　車いす使用者用駐車場における、健常者の不適切な利用を防ぎ、本当に必要としている障がい者等の歩行
困難な方に対し、「いばらき身障者等用駐車場利用証」を交付し、利用しやすい環境を整備する制度が平成２３
年１０月１日より施行されました。

　次のいずれかの基準に該当し、かつ歩行困難な方
４級以上視覚障害者
３級以上聴覚障害

聴覚又は平衡機能の障害
５級以上平衡機能障害
２級以上上肢機能障害

肢体不自由
６級以上下肢機能障害
５級以上体幹機能障害
２級以上上肢機能

乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害
６級以上移動機能

４級以上心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう又は直腸・小腸・肝臓・ヒト免疫不全ウィ
ルスによる免疫機能障害内部障害

療育手帳の障害の程度が「○Ａ 」又は「Ａ」の方知的障害者
精神保健福祉手帳の等級が「１級」の方精神障害者
介護保険被保険者証の要介護状態区分が「要介護１」以上の方高齢者
「一般特定疾患医療受給者証」又は「小児慢性特定疾患受診券」を交付された方難病患者
母子手帳を交付された方で「妊娠７カ月～産後６カ月」の方妊産婦

対象者
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号４

　
「
常
陸
大
宮
大
使
」
は
、
合
併
５
周
年

を
記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
常
陸

大
宮
市
の
魅
力
や
情
報
を
全
国
に
発
信
し

知
名
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く

新
し
い
常
陸
大
宮
大
使

　

９
月　

日
、
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食

３０

の
１
日
分
に
あ
た
る
精
米
４
０
０
キ
ロ

が
、
茨
城
み
ど
り
農
協
か
ら
市
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
米
は
、
常
陸
大
宮
市
と
大
子
町

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
、
安
心
で
安
全
な

地
元
の
農
産
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
お
米
は
、　

月　

日
と　

１０

１８

２０

日
に
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
で
提
供
さ

れ
、
児
童
・
生
徒
た
ち
は
「
地
元
で
と
れ

た
お
い
し
い
お
米
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。

茨
城
み
ど
り
農
協
か
ら

 

奥
久
慈
の
恵「
う
ま
か
っ
ぺ
」寄
贈

　

音
順

５０

�
��
�
�
�
�
（
東
京
都
在
住
）

　

森
ビ
ル
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
執
行
役
員
兼
任
株
式

会
社
宍
戸
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
代
表
取
締
役
社
長
。

　

平
成　

年
３
年
代
表
取
締
役
に
就
任
。
各
種
ゴ
ル

１８

フ
大
会
を
開
催
し
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
フ
ァ
ン
に
常
陸

大
宮
市
を
P
R
し
て
い
る
。

�
��
�
�
�
�
（
東
京
都
在
住
）

　

女
優
。

　

ド
ラ
マ
・
映
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
。

主
な
出
演
作
と
し
て
ド
ラ
マ
「
ア
ス
コ
ー
マ
ー
チ
」、

映
画「
ジ
ー
ン
・
ワ
ル
ツ
」な
ど
が
あ
る
。
本
市
出
身
。

�
��
�
�
�
�
（
水
戸
市
在
住
）

　
（
株
）常
陽
銀
行
代
表
取
締
役
頭
取
。

　

昭
和　

年
４
月
株
式
会
社
常
陽
銀
行
入
行
。
同
行

４９

常
務
取
締
役
、
専
務
取
締
役
を
歴
任
し
、
平
成　

年
２３

６
月
同
行
代
表
取
締
役
頭
取
就
任
。
本
市
出
身
。

▲左から三次市長、柏盛幸組合長

り
に
役
立
つ
ご
意
見
や
情
報
等
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
常
陸
大
宮
市
の
産
業
・
文
化
・

観
光
等
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
に
３
人
の
方
に
大
使

に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号５

　

市
で
は
、
特
産
品
で
地
域
お
こ
し
を
す

る
た
め
、
平
成　

年
６
月
「
２
川
（
２
０

２２

０
０
）
愛
あ
る
特
産
品
づ
く
り
検
討
委
員

会
（
委
員
長

‥

小
林
俊
雄
市
経
済
建
設
部

長
）」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
に
は
市
内
外
の
専
門
家
を
委

嘱
。
那
珂
川
や
久
慈
川
等
の
川
魚
や
市
の

農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り
の
検
討

を
行
い
、
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
た
レ
シ
ピ

や
試
作
品　

品
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
た
９

２０

品
の
発
表
会
が　

月
５
日
、
水
戸
北
部
中

１０

核
工
業
団
地
内
に
あ
る
「
く
り
え
ー
と
セ

ン
タ
ー
大
宮
」
で
開
か
れ
、
三
次
市
長
、

市
議
会
議
員
等
が
試
食
を
行
い
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の

　

特
産
品
選
定
品
の
発
表
会

　
　

月
９
日
、
第　

回
茨
城
県
消
防
ポ
ン

１０

６２

プ
操
法
競
技
大
会
県
北
地
区
大
会
が
、
高

萩
市
の
元
県
立
高
萩
工
業
高
等
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
と
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
２
部
門
で
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

８
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
当
市
か
ら
は
美
和

地
域
の
第　

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
、

１１

御
前
山
地
域
の
第　

分
団
が
ポ
ン
プ
車
操

１６

法
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
第　
１６

分
団
が
み
ご
と
優
勝
し
、
昨
年
に
引
き
続

県
北
地
区
操
法
大
会
で

　
　
　

第
　
分
団
が
優
勝

16

▲試食の前に試作品の説明を受けました

・
あ
ゆ
の
椎
茸
入
り
昆
布
巻
き

・
椎
茸
の
蒲
焼

・
椎
茸
入
り
そ
ば
粥

・
鮎
う
る
か
干
し

・
鮎
西
京
焼
き

・
鮎
醤
油

・
山
椒
の
実
干
し
椎
茸
入
り
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ

・
あ
ゆ
飯

・
干
し
椎
茸
パ
ウ
ダ
ー

　

今
後
、
参
加
者
が
記
入
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
参
考
に
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

第１６分団　▲左から　石崎　孝、川又和典、桜井正貴、
　　　　　　　　　　広木和真、圷　孝徳、軍司啓孝

き
常
陸
大
宮
市
の
消
防
団
が
優
勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第　

分
団
は

１１

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
第　

分
団
の
１
番
員
大
森
和

１１

也
さ
ん
、
第　

分
団
の
２
番
員
桜
井
正
貴

１６

さ
ん
、
３
番
員
の
広
木
和
真
さ
ん
が
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

第１１分団　▲左から　片岡康博、大森和也、鈴木重伸、
　　　　　　　　　　小林智志、川西知宏

�����

�����

敬称略



広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号６

　
　

月　

日
は
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

１０

１１

く
り
の
日
」。　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

１１

２０

１０

日
間
は
、
全
国
地
域
安
全
運
動
期
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、市
内
ス
ー
パ
ー
敷
地
内
で
、

１０

１０

街
頭
犯
罪
防
止
や
防
犯
意
識
の
啓
発
を
目

的
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
に
伴
い

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
市
の
防
犯
協
会
と

防
犯
連
絡
協
議
会
の
会
員
が
参
加
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
チ
ラ
シ
等
を
配
り
な
が
ら

防
犯
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市
を

　
　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
に

▲左から三次市長、船城代表取締役

▲ひばりくんとひたまるもキャンペーンに参加

　
　

月　

日
、
市
長
室
に
お
い
て
、
株
式

１０

１１

会
社
東
海
テ
ッ
ク
（
本
社‥

ひ
た
ち
な
か

市
）
か
ら
市
へ
の
同
社
山
方
工
場
跡
地
の

寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
船
城
英
一
代
表
取
締

役
か
ら
三
次
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

株
式
会
社
東
海
テ
ッ
ク
か
ら

　

市
へ
工
場
跡
地
寄
贈

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
土
地
は
、
山
方
地
域

野
上
地
区
の
工
場
跡
地
約
１
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
。

　

平
成　

年
３
月
に
同
社
を
清
算
す
る
た

２４

め
、
平
成　

年
３
月
に
閉
鎖
し
、
平
成　

１７

２１

年
３
月
に
建
物
を
解
体
し
た
同
工
場
の
跡

地
を
、
長
年
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
常
陸

大
宮
市
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

１０

１５

ル
に
お
い
て
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

構
原
子
力
緊
急
時
支
援
・
研
修
セ
ン
タ
ー

の
菊
池
政
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、
放
射
線

に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
を
受
け
、
放
射
線
が
健
康
に
及

ぼ
す
影
響
や
放
射
線
に
関
す
る
正
し
い
知

識
等
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
茨
城
県
と
常
陸
大
宮
市
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。　

　
「
放
射
線
と
そ
の
健
康
へ
の
影
響
」と
題

し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
に
は
、
市
民
等
約

２
０
０
人
が
参
加
し
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

専
門
家
に
よ
る
講
演
に
よ
り
、
放
射
線

等
の
正
確
な
知
識
、
情
報
を
得
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
が
開
催

　

常
陸
大
宮
市
が
誕
生
し
て
７
年
目
に
あ

た
る　

月　

日
、
大
宮
小
学
校
の
敷
地
内

１０

１６

で
、「
大
宮
郷
校
」
の
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
三
次
市
長
、
仲
田
市
議
会
議
長

や
鈴
木
定
幸
県
議
会
議
員
等
約　

人
が
出

５０

席
。
記
念
碑
の
除
幕
の
ほ
か
、
大
宮
小
児

童
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
、
碑
文
を 
揮  
毫 

き 
ご
う

さ
れ
た
常
陸
大
宮
大
使
の
川
又
南
岳
氏
等

へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
、
平
成　

年
２
月
、
水
戸
市

２４

の
弘
道
館
を
中
心
に
「
第　

回
全
国
藩
校

１０

サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
水
戸
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

江
戸
末
期
の
激
動
の
時
代
に
庶
民
教
育

を
行
っ
た
大
宮
郷
校
の
存
在
は
、常
陸
大
宮

市
が
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
宮
郷
校
記
念
碑
が
完
成
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　地域活性化の成否の鍵は交流人口
をいかに増大させていくかにある。
そして、他所から人を呼び込むには、
行こうという決断を促す何らかの魅
力が必要となる。常陸大宮市には、
こうした魅力はあるのだろうか？魅
力を秘めた資源としては、様々なも
のが挙げられるが、ナンバーワンと誇れるものは日本
最古の回り舞台（西塩子）くらいのもので、知名度の
低い資源での単独勝負はかなり難しいと言える。
　しかし、いくつかを組み合わせ、物語を創っていけ
れば、魅力的プランとして提案することも可能となる。
自己完結型を目指すより、一つで劣るものは他で補完
し、魅力を倍加させる連携、協創の中に活路を見いだ
すべきなのである。「見る、食べる、買う、遊ぶ、学
ぶ、参加する」の組み合わせで総合的な魅力を創り、
多くの人を呼び込み、活性化を図ればと思う。
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月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場

１０

１６

を
会
場
に　

の
団
体
が
出
店
し
、
常
陸
大

２４

宮
ふ
る
さ
と
Ｂ
級
グ
ル
メ
選
手
権
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
出
店
団
体
の
他
に
、
隣
接

す
る
栃
木
県
の
「
宇
都
宮
餃
子
」、
Ｂ
級

ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
！
Ｂ－
１
グ
ラ
ン

プ
リ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
こ
と
の

あ
る
「
厚
木
シ
ロ
コ
ロ
・
ホ
ル
モ
ン
」、「
富

士
宮
や
き
そ
ば
」
が
ゲ
ス
ト
出
演
し
、
各

店
と
も
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た　

品
は
、
地
元
の
野
菜
等

２４

を
使
用
し
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
ば
か

り
。
審
査
は
、
来
場
者
が
一
番
お
い
し
い

と
感
じ
た
料
理
名
の
書
か
れ
た
投
票
箱
に

割
り
箸
を
入
れ
る
方
法
で
行
わ
れ
、
御
前

山
地
域
の
「
想
い
出
」
が
出
品
し
た
「
大

宮
チ
キ
ン
バ
ン
バ
ン
」
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
２
位
は
㈲
創
・ 

の
大
宮
も
つ
煮
込
み
、
３
位
は
や
ま
が
た

宿
芋
煮
会
実
行
委
員
会
の
常
陸
大
宮
い
も

煮
で
し
た
。

常
陸
大
宮
市
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
は
？
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年１１月号８
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メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
や
布
切
れ
等
を
入
れ
、
水
道
メ
ー

タ
ー
等
を
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

寒くなるこれからの季節

　　 道管にも冬支度！水 道管にも冬支度！
　寒さが厳しくなってくると水道管や水道メータ等が凍結し、水が出なくなったり、破裂したり
することがあります。ちょっとした準備で防ぐことができますので、ご家庭でできる防寒対策を
行いましょう。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	�

�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

水
道
管
や
蛇
口
に
保
温
材
や
毛
布
等
を

巻
き
つ
け
、
水
に
濡
れ
て
凍
ら
な
い
よ
う

に
そ
の
上
か
ら
隙
間
な
く
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
等
で
し
っ
か
り
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時
に
は
、
蛇
口

を
開
け
て
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
等
を

か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

熱
湯
を
か
け
る
と
ひ
び
割
れ
や
破
裂
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。 �

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の
補
助
止
水
バ
ル
ブ
を
閉
め

て
水
を
止
め
ま
す
。
応
急
処
置
と
し
て
破

裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り

巻
い
て
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
へ

修
繕
の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

冬
は
、
凍
結
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
に

よ
り
漏
水
が
発
生
し
や
す
い
環
境
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
急
に
水
道
料
金
が
高
く

な
っ
た
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
一
度
水
道
メ
ー
タ
ー

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
内
の
水
道
の
蛇
口
を
全
部
閉
め

て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
時
、
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
の
コ
マ
）
が
回
転
し
て
い
れ
ば
漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
「
市
指

定
給
水
装
置
工
事
業
者
」
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
地
下
漏
水
等
に

つ
い
て
は
水
道
料
金
の
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
水
道
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

経
済
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 �

�
�
�
�
�
�
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パイロット
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前
回
お
伝
え
し
た
、
土
器
片
の
ゆ
が
み

を
微
妙
に
調
整
し
な
が
ら
の
接
合
作
業

は
、
９
月
下
旬
に
ひ
と
ま
ず
終
了
。
続
い

て
、
磨
滅
し
た
破
片
の
す
き
間
や
、
長
い

間
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
破
片
部
分
に
、

エ
ポ
キ
シ
系
樹
脂
を
充
て
ん
し
ま
す
。
土

器
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
狭
い
す
き
間
に
は
、

注
射
器
や
細
い
筆
を
使
っ
て
ア
ク
リ
ル
樹

脂
を
充
て
ん
す
る
な
ど
慎
重
に
作
業
を
進

め
、　

月
上
旬
に
は
、
人
面
部
と
の
接
合

１０

部
分
を
除
き
、
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、�
い
ず
み�
が
大
昔
に
埋

め
ら
れ
た
時
、上
に
な
っ
て
い
た
面
で
す
。

押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
土
器
が
細
か
く

割
れ
て
破
片
が
失
わ
れ
、
大
き
く
穴
が
空

い
て
い
て
危
険
な
状
態
で
し
た
。

　

修
復
中
の�
い
ず
み�
は
、
人
面
部
分
を

接
合
し
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
、
レ
プ
リ
カ
（
複
製
品
）
を
作

成
す
る
た
め
の
作
業
の
う
ち
、
人
面
部
内

側
の
型
取
り
作
業
を
行
い
や
す
く
す
る
た

め
で
す
。
内
面
の
型
取
り
が
終
れ
ば
、
人

面
部
分
を
胴
部
に
接
合
し
て
す
き
間
に
充

て
ん
を
施
し
、
接
合
は
完
了
。
外
面
全
体

の
型
取
り
へ
と
進
み
ま
す
。

　

現
在
、
充
て
ん
し
た
樹
脂
は
乾
き
具
合

の
違
い
も
あ
っ
て
土
器
と
は
ず
い
ぶ
ん
違

う
色
合
い
で
す
が
（
写
真
左
）、
レ
プ
リ
カ

の
着
色
と
同
時
進
行
で
、
目
立
た
な
い
色

合
い
に
彩
色
を
施
す
と
の
こ
と
で
す
。

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

人
面
付
土
器

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

〝
い
ず
み
〞

③
修復中！

�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�

�
��
�
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��
�

�
��
�
�
�

歴
史
民
俗
資
料
館　
�
　

－

１
４
５
０

５２

　解体・クリーニング　

　接合　

　補彩　

　レプリカ製作　

　充てん　

10月上旬

作　業　工　程

※
こ
の
修
復
事
業
に
は（
財
）朝
日
新
聞
文
化
財

団
よ
り
助
成
を
受
け
て
い
ま
す

写
真
提
供
・
取
材
協
力�
府
中
工
房　

堀
江
武
史
氏

　

道
路
に
埋
設
し
て
い
る
水
道
管
（
配
水

管
）
か
ら
分
か
れ
て
家
庭
ま
で
引
き
込
ま

れ
た
給
水
管
、
止
水
栓
、
水
道
メ
ー
タ
ー
、

蛇
口
な
ど
の
給
水
用
具
を
ま
と
め
て
「
給

水
装
置
」
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら
給
水
装

置
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
を
除
い
て
使
用
者

（
所
有
者
）の
財
産
と
な
り
ま
す
。
給
水
装

�
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�
�
�
�
�
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�
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民有地

官民境界

水道メーター

給水管

配水管メーターボックス

使用者の維持管理部分 水道課の
維持管理部分

公　道

補助止水バルブ

置
の
う
ち
公
道
部
分
に
つ
い
て
は
市
で
維

持
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
宅
地
内
に
お
け

る
凍
結
に
よ
る
水
道
管
破
裂
や
老
朽
化
に

よ
る
漏
水
等
の
修
理
費
用
に
つ
い
て
は
使

用
者
（
所
有
者
）
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

　

漏
水
は
、
大
切
な
水
を
無
駄
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
ご
家
庭
で
は
思
わ
ぬ
出
費
と

も
な
り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
凍
結
防
止

や
給
水
装
置
の
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

水道課　　�５２－０４２７　
各総合支所経済建設課　建設・上下水道グループ
山　方　　�５７－６８１１　　美　和　�５８－３８５２
緒　川　　�５６－３９９４　　御前山　�５５－２１１５
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▲優勝した石澤クラブの皆さん
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緒
川
地
域
上
小
瀬
地

区
に
あ
る
臨
済
宗
寺
院
、

南
内
山
江
畔
寺
。
樹
齢

四
百
五
十
年
の
大
き
な

イ
チ
ョ
ウ
（
市
天
然
記

念
物
）
が
そ
の
歴
史
を

物
語
り
ま
す
。

　

江
畔
寺
の
所
在
す
る

 
小  
瀬 
は
、
中
世
に
は
小

お 

せ

瀬
氏
の
領
地
。
佐
竹
氏

十
二
代
貞
義
の
三
男 
義 よし

 
春 
が
南
北
朝
期
の
戦
い

は
るで

北
朝
方
で
戦
功
を
挙

げ
、
父
貞
義
か
ら
こ
の

地
を
譲
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
小
瀬
氏
の

初
代
と
な
っ
て
こ
の
地
を
支
配
し
ま
し
た
。

義
春
は 
小  
瀬  
館 
（
現
緒
川
中
学
校
・
緒
川

お 

せ 
だ
て

総
合
セ
ン
タ
ー
）、
ゆ
う
が
い 
山 さん 
城 じょう
、 
高  
館 
た
か 
だ
て

の
三
城
を
築
き
ま
し
た
。
南
郷
や
野
州
、

水
戸
へ
通
じ
、
小
瀬
で
交
差
す
る
諸
街
道

を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
小
瀬
館
の
西
側

を
南
へ
向
か
っ
て
流
れ
那
珂
川
に
合
流
す

る
緒
川
に
よ
る
水
運
も
確
保
し
、
中
世
の

城
下
町
と
し
て
の
空
間
を
作
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
心
に
成
立
し
た

小
瀬
宿
で
は
、 
立  
野 
神
社 
棟  
札 
の
銘
文
か

た
て 
の 

む
な 
ふ
だ

ら
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
町
衆
（
町
を
運

営
す
る
共
同
体
）
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
富
を
生
み
出
し
小
瀬
氏
の

財
源
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま

す
。
義
春
は
、
室
町
幕
府
初
代
将
軍
と
な

る
足
利
尊
氏
の
直
属
の
家
来
と
し
て
兄
義

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
年
に
は
光
圀
は
領

内
巡
視
の
際
に
江
畔
寺
に
二
泊
し
て
い
ま

す
。
地
蔵
菩
薩
坐
像
の
寄
進
も
こ
れ
が
縁

と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際

光
圀
が 
沐  
浴  
斎  
戒 
し
た
寺
の
下
の
河
原
は

も
く 
よ
く 
さ
い 
か
い

そ
の
後
「 
御  
留  
渕 
」
と
呼
ば
れ
名
所
と
な

お 
と
め 
ぶ
ち

り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
場
所
に
は
石
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
宕
山
地
蔵
堂
の
階
段
を
下
り
て
す
ぐ

の
場
所
に
は
仏
殿
（
市
指
定
文
化
財
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
仏
殿
は
県
内
で
は
珍
し

い
禅
宗
様
式
（
唐
様
）
の
も
の
で
、
三
代

将
軍
家
光
の
と
き
慶
安
元
年（
一
六
四
九
）

に
朱
印
地
を
与
え
ら
れ
た
頃
の
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
窓
や
柱
に
中
国
風
の
装
飾

が
施
さ
れ
、
内
部
に
は
格
天
井
（
四
角
く

区
切
っ
た
板
を
複
数
は
め
込
ん
だ
天
井
）

に
描
か
れ
た
絵
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仏
殿
に
は
小
瀬
一
族
、
歴
代
住
職
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
���
���
�

こ
う 
は
ん 
じ

篤
（
佐
竹
氏
十
代
）
と
と
も
に
京
都
な
ど

で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
畔
寺
は
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、

小
瀬
義
春
が
出
家
し
入
道
と
な
り
小
庵
を

営
み
、
三
男
の 
孝  
繁 
（
出
家
し
て 
悟  
真 

た
か 
し
げ 

ご 
し
ん 
妙 
み
ょ
う

 
頓 
）が
師
の 
夢  
窓  
疎  
石 
を
招
い
て
開
山
し
、

と
ん 

む 
そ
う 
そ 
せ
き

自
身
は
二
世
と
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝

わ
り
ま
す
。
ゆ
う
が
い
山
城
（「
ゆ
う
が

い
」
は
「
要
害
」、
つ
ま
り
「
城
」
が
変
化

し
た
も
の
）の
南
麓
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

江
畔
寺
開
基
の
立
役
者
と
な
っ
た
小
瀬

義
春
は
、
寺
の
西
側
の
高
台
、 
愛
宕  
山 
に

あ
た
ご 
さ
ん

 
勝 しょう 
軍  
地  
蔵 
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぐ
ん 
じ 
ぞ
う

寺
伝
に
「
義
春
の
化
身
仏
と
し
て
祀
ら
れ

た
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
像
容

は
義
春
を
写
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
勝
軍
地
蔵
信
仰
は
鎌
倉
時
代
後
期

に
興
っ
た
と
い
わ
れ
、「
勝
軍
」
に
は
煩
悩

に
打
ち
勝
つ
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま

し
た
。「
地
蔵
」
と
は
言
っ
て
も
、
普
通
私

た
ち
が
目
に
す
る
地
蔵
と
だ
い
ぶ
違
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
像
容
は
馬
に
乗
り 
甲 かっ 
冑 
を
ち
ゅ
う

身
に
つ
け
、
右
手
に 
錫 
し
ゃ
く 
杖 じょう
、
左
手
に 
宝  
珠 
ほ
う 
し
ゅ

を
持
っ
た
姿
。
武
を
つ
か
さ
ど
る
仏
像
と

し
て
武
将
に
好
ま
れ
ま
し
た
。

　

愛
宕
山
の
勝
軍
地
蔵
は
毎
年
一
月
二
十

四
日
の
大
祭
の
日
の
み
開
帳
さ
れ
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、も
う
一
体
の
地
蔵
菩
薩
坐
像（
市

指
定
文
化
財
）
は
『
常
山
文
集
補
遺
』
に

水
戸
藩
の
二
代
藩
主
光
圀
が
元
禄
六
年

（
一
六
九
三
）
に
寄
進
し
た
「
古
作
地
蔵
菩

薩
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
制

作
時
期
は
室
町
か
ら
戦
国
時
代
と
推
定
さ

▲江畔寺本堂

▲愛宕山勝軍地蔵

▲仏殿

▲小瀬館跡（北東から）
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　今年も残すところ１カ月あまりとなりました。これからの季節、救急車の出動が
一年で最も多くなる時期を迎えます。この時期に多い救急事故の傾向や注意点を知
り、事前に対策を立てておきましょう。

�������	
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　１１９番は、火災・救急・救助の災害通報専用電話番号です。病院案内や当番医の問い合わせには使
用しないでください。

　休日や夜間に診察してくれる病院をお探しの時は、「救急医療情報コントロールセンター」にお
問い合わせください。オペレーターが、２４時間体制でご案内いたします。

������������

　インターネットを使い、休日夜間の対応病院や当番医が知りたい時は、下記サイトから、最新
の情報がご覧いただけます。

茨城県救急医療情報システム　�����������		��
�����
������

とちぎ医療情報ネット　�����������		��
�������������

　お子さんが急な病気ですぐに受診させた方がよいか、様子を見てからでも大丈夫か不安な時は、
「茨城子ども救急電話相談」にご相談ください。

電話番号　プッシュ回線の固定電話、携帯電話から　�����

　　　　　すべての電話から　������������

相談日時　午後６時３０分～午後１１時３０分
　　　　　ただし、日曜・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）は午前９時～午後５時

�あまり長湯せず、湯温は３９℃～４１℃くらい
にしましょう

�脱衣所や浴室の室温が低くならないように
しましょう

�食後すぐの入浴や深夜の入浴は避けましょ
う

�高齢者が一人で入浴する場合は、時々声を
かけて様子を見るようにしましょう

��������	
��

�外から帰ったら、うがいと石鹸を使った手
洗いを習慣づけましょう

�人ごみを避けましょう（人ごみの中に行く
時はマスクをつけましょう）

�咳やくしゃみをする時は、マスクやハンカ
チで口、鼻を覆いましょう

�バランスの良い食事と十分な睡眠を取りま
しょう

�������	�
��������

�自分の適量を知り、その日の体調にも注意しましょう
�短時間のうちに多量の飲酒（一気飲み）はしないよう
にしましょう

�周囲の人は、酔った人に付き添って一人にしないよう
にしましょう

�酔った人が吐いた場合、喉に詰まらせないように注意
しましょう

�������	
����
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健  康
通  信
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暖房を賢く使って節電・省エネ
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。
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　１０月２９日、この日初お披露目の那珂市のキャラクターひま
わり大使のナカマロちゃんは、太陽のように明るく元気いっ
ぱいでした。
　そんなナカマロちゃ
んに刺激を受けたひた
まる。常陸大宮市をPR
するために、もっともっ
とがんばろうと心に
誓ったのでした。

　第３９回花と緑の環境美化コンクール（大好きいばらき県民会議主催）に市内の高齢者クラブや学
校など計２４団体から応募がありました。７月の市内審査により９団体が中央に推薦され、８月に中
央審査が実施されました。このほど審査結果が届きましたのでお知らせします。

▲向かって左はナカマロちゃん。そして右は、
鳥仲間のホロルさん（城里町）

【茨城県教育委員会教育長賞】
フラワーロードの部：小舟下睦美会（緒川地域）

【茨城新聞社長賞】
地域の部：舟生高齢者クラブ寿会（山方地域）

【茨城県教育委員会教育長賞】
団体・職場の部：やまびこ厚生園（緒川地域国長地区）
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